
人間行動研究領域
平成20年度修了 ドライバーの居眠り防止策としての最適な仮眠時間

ラットの非線形課題における海馬機能の電気生理学的検討
集団状況とフォロワーのアイデンティティがリーダー選好に及ぼす影響
リラクセーション法が心配に与える影響についての検討
社会的資源が一般的信頼の構造に及ぼす影響
個人特性がイライラ感喚起時の音楽聴取に及ぼす影響
場への喪失と自己評価過程における動機づけが生活の質に及ぼす影響

平成21年度修了 遅延調整課題を用いたラットの選択行動についての検討
公正なる世界観が犯罪加害者への態度に及ぼす影響
衝動性の心理・生物学的基盤に及ぼす報酬・罰の影響-Stop-Signal Taskを用いた検討-
高齢従業員のワーク・モチベーションに関する研究
機器操作時の予期しない応答に対する認知情報処理
集団間地位と集団内地位が内集団バイアスに及ぼす影響

平成22年度修了 衝動的行動に情動が及ぼす影響－セロトニン神経系遺伝子に着目して－
共感性の個人特性に関する心理・生理学的検討
ラットの時間知覚における線条体機能の神経化学的検討
自己調整的学習（Self-Regulated Learning）の理解に向けた社会心理学的アプローチ　－Self-
Regulationを用いた理論的実証による基礎研究－
高目標設定の強化形態が完全主義の適応性に及ぼす影響

平成23年度修了 マインドフルネスと情動制御，幸福感の関連－注意機能を媒介として
排斥の検知に関わる神経基盤
集団の危機的状況におけるフォロワー集団に対するリーダー行動の生起過程の検討
ゼブラフィッシュにおける刺激弁別学習の検討
戦略的自己呈示としての望ましくない集団成員の排斥の検討
視覚刺激に対する興味の心理生理学的検討
ユーモアスタイルと精神的健康の関連について
複数リーダーによるリーダーシップ有効性に関する研究

平成24年度修了 音楽聴取によるストレス軽減と動機づけについての検討
商品広告がもたらす心理的変化について事象関連電位を指標とした検討
コンピュータからのメッセージがユーザーの感情や行動に与える影響
第三者の介入行動を促進する要因の検討―不公平回避の観点から―
背景音のテンポが作業効率に与える影響
ラットにおける行動の柔軟性に関する認知機能の検討―ERPを指標として―
睡眠内容と記憶の定着に関する研究

平成25年度修了 青年期における劣等感と過敏型自己愛の関連
悲しみ気分時の音楽聴取による気分制御傾向の検討-音楽の曲想と感情調整方略の影響-
心理社会的ストレスに対するレジリエンスがストレス過程と回復性に及ぼす影響の検討
否定的評価場面における過敏型自己愛と潜在的自己評価が攻撃性に及ぼす影響
ラットの時間弁別課題における反応バイアスの検討
サイコパシーと共感性の関係に対する注意の調整効果
“かわいい”感情に関する心理生理学的検討
衝動購買のメカニズムに関する検討-理想自己と現実自己の観点から-
チーム学習，共有メンタルモデルがチーム有効性に及ぼす影響についての検討

平成26年度修了 音楽聴取への没入が心理生理反応に与える影響の検討
日中の短時間仮眠の質的検討
青年におけるアイデンティティ確立とSNSの利用および依存との関連の検討-利用における量・質的
側面双方からのアプローチ-
動画に対する興味の心理生理学的検討
社会的受容が持つ回復効果の検討-主観・生理の両側面に着目した検討-
睡眠と日中の情動経験に対する認知処理過程の関連について

平成27年度修了 変革型リーダーシップがワークストレスに及ぼす影響－公式・共有リーダーによる検討－
生活習慣の改善によって生じる自己効力感と精神的健康の変化
レム睡眠中の生理活動と関連する夢聴取質問紙の作成に関する研究

平成28年度修了 解像度の異なる動画に対する視聴者の心理生理的反応
ラットにおけるモーション・ラインを用いた運動知覚の検討
就床前の記憶体験と夢内容の関連
感性的判断に伴う事象関連電位
豊かさがラットの衝動的選択・衝動的行動に及ぼす影響の検討
仮想的有能感における攻撃性の行動的側面の検討

平成29年度修了 インターネット上のコミュニティの心理的機能に関する研究
気分が集団意思決定に及ぼす影響
好意的性差別が女性の昇進意欲に及ぼす影響
ブランデーの商品デザインと高級感に関する認知心理学的研究
親密な対人関係の構築に及ぼすコミュニケーションメディアの影響に関する研究
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